
纂

最
近
欧
米
史
界
管
見
（
上
）

脚
欧
米
の
史
風

　
最
近
の
漱
米
旋
行
に
於
て
、
私
は
虚
病
の
世
界
大
載
が

史
學
に
向
っ
て
直
接
間
接
に
何
等
か
の
影
響
を
齎
ら
し
は

せ
な
か
つ
だ
か
を
護
憲
し
た
が
、
秘
事
中
か
ら
、
別
し
て

職
後
に
於
て
厭
洲
文
明
の
興
亡
游
長
に
悔
し
た
二
つ
の
全

く
違
っ
た
見
方
が
行
は
れ
て
居
る
の
を
見
て
興
味
あ
る
こ

ご
～
思
っ
た
。
　
↓
つ
は
並
立
文
明
を
呪
ひ
其
將
來
を
悲
観

す
る
も
の
で
あ
る
Q
實
無
風
畠
中
敵
子
方
の
非
文
明
的
な

行
動
は
局
外
者
か
ら
見
て
餐
汚
す
べ
き
こ
ご
が
少
か
ら
ず

あ
っ
た
Q
私
は
佛
蘭
西
や
自
活
義
の
戦
場
を
も
親
察
し
た

　
　
　
第
入
谷
　
　
離
　
纂
　
　
最
近
鰍
果
奥
界
管
見
（
上
）

文
學
博
士
三
浦

周
　
行

が
戦
孚
の
惨
渦
は
眞
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば

佛
蘭
西
の
閃
。
巨
ω
の
有
名
な
る
カ
セ
ド
ラ
ル
の
如
き
は

濁
軍
砲
撃
の
目
標
ビ
な
っ
た
爲
め
礫
架
上
の
耶
蘇
の
像
は

片
手
を
打
落
さ
れ
立
涙
な
ゴ
ッ
ド
や
聖
徒
の
像
も
首
が
落

ち
た
b
手
が
敏
け
て
見
る
も
無
惨
な
状
を
呈
し
て
居
泥
Q

如
何
に
勝
敗
の
外
に
は
畜
目
的
に
な
っ
て
居
だ
か
ら
ご
て

物
も
あ
ら
う
に
皇
民
信
仰
の
標
的
た
る
カ
セ
ド
ラ
ル
の
建

物
を
砲
火
の
目
標
に
す
る
ビ
は
昂
り
に
ひ
ご
か
ら
う
。
又

あ
れ
丈
多
く
の
犠
牲
を
彿
ひ
乍
ら
戦
後
の
歓
心
の
人
心
は

競
馬
ほ
安
定
を
映
い
で
、
形
勢
は
彌
が
上
に
も
五
悪
ε
な

り
ま
さ
り
、
國
民
萢
徳
は
頽
敗
璽
落
の
深
淵
に
沈
み
つ
〉

　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
五
五
　
（
二
三
七
）



　
　
　
第
ん
巻
　
　
雑
纂
　
　
濫
近
駄
来
史
界
管
見
へ
上
）

あ
る
。
こ
れ
を
見
・
聞
く
に
つ
け
、
世
界
諸
國
の
何
れ
よ

り
も
、
蓬
に
卓
絶
し
た
ビ
自
他
共
に
許
し
つ
、
あ
っ
π
欧

洲
文
明
に
算
す
る
信
仰
の
薄
れ
行
っ
た
の
は
當
然
ε
謂
は

ね
ば
な
ら
の
。
千
九
百
十
七
年
に
第
一
懇
を
出
だ
し
、
昨

年
第
ご
憲
を
績
卑
し
て
、
讃
書
界
を
騒
が
し
π
○
塁
巴
山

ω
℃
窪
0
9
ζ
氏
の
U
理
¢
導
。
お
零
σ
q
山
窃
》
ぴ
9
り
・
浮
＆
o
。
・
は

縦
し
著
者
が
歴
史
家
で
な
く
叉
其
論
諜
は
必
ず
し
も
歴
史

的
母
樹
に
立
脚
し
て
は
居
な
い
に
も
せ
よ
、
文
化
の
過
程

よ
り
し
て
西
欧
文
明
の
衰
亡
を
論
じ
て
居
る
瓢
は
亦
此
派

を
代
表
し
た
一
種
の
史
論
ピ
い
へ
や
う
。

　
そ
れ
に
反
し
て
他
の
方
面
で
は
全
く
反
劉
の
観
察
が
行

は
れ
て
居
る
。
ω
℃
窪
σ
q
回
2
氏
の
説
に
甥
し
て
は
濁
逸
國
民

中
こ
れ
に
共
鳴
す
る
も
の
、
多
い
こ
ご
は
其
素
晴
ら
し
い

壷
行
に
徴
し
て
も
明
か
な
こ
ご
で
あ
る
が
、
中
に
は
燭
逸

の
園
蓮
の
鰻
展
に
失
望
の
塞
氣
ご
氣
分
ε
を
作
り
國
家
の

前
途
を
毒
す
る
も
の
ご
し
て
非
難
を
加
へ
る
も
の
も
な
い

で
は
な
い
。
大
田
で
も
玉
敷
授
は
多
く
そ
れ
に
傾
い
て
居

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

五
六
へ
二
三
入
）

る
が
少
鞍
敷
授
及
び
國
民
の
多
数
は
事
實
に
當
面
す
べ
し

ご
い
っ
て
ス
氏
に
輿
み
す
る
や
に
聞
こ
え
セ
Q
併
し
そ
れ

が
猫
逸
の
敵
國
で
み
つ
た
佛
蘭
西
や
…
英
吉
利
側
に
行
く
ご

反
照
に
世
界
大
戦
の
結
果
を
見
て
欧
洲
文
明
殊
に
羅
旬
文

明
の
勝
利
に
興
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
面
宣
い
Q
佛
蘭
爾

の
ソ
セ
ー
（
目
）
、
o
o
o
）
に
着
て
は
千
九
百
二
年
前
は
羅
劒
語

を
全
部
必
修
課
目
こ
し
て
居
た
上
に
、
黒
藻
語
は
選
揮
課

目
で
あ
っ
だ
け
れ
ざ
も
、
第
三
年
級
位
の
割
合
に
初
年
級

か
ら
始
め
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
千
九
百
二
年
か
ら
は
、
近

世
科
學
の
進
歩
に
順
応
さ
せ
る
爲
め
に
、
羅
旬
・
希
臓
語
の

時
間
を
減
じ
、
ソ
セ
聾
の
語
學
を
四
科
に
分
け
て
、
第
一
科

は
羅
旬
・
希
臓
語
、
第
二
科
は
羅
旬
語
と
二
つ
の
現
代
外
國

語
、
第
三
科
は
羅
霊
薬
ざ
プ
イ
エ
ン
ス
、
第
四
科
は
ブ
イ
エ

ン
ス
ざ
二
つ
の
現
代
二
君
語
こ
い
ふ
事
に
改
め
た
。
併
し

こ
れ
に
交
し
て
は
夙
に
反
封
論
も
あ
っ
て
、
其
主
た
る
理

由
は
、
青
年
に
向
っ
て
斯
標
に
早
く
か
ら
自
己
の
志
望
を

決
定
さ
せ
る
は
不
自
然
で
あ
り
、
叉
初
め
か
ら
斯
る
分
科



を
な
す
は
不
條
理
で
あ
る
ご
い
ふ
の
で
あ
っ
た
Q
然
る
に

文
部
大
臣
は
去
年
衆
議
院
に
穿
っ
て
フ
セ
ー
に
於
け
る
羅

句
・
希
臓
語
の
授
業
時
間
の
増
加
を
提
案
し
た
が
其
理
由

は
過
般
の
大
戦
が
希
…
臓
、
羅
馬
の
文
化
の
影
響
を
受
け
だ

も
の
》
勝
利
で
あ
っ
て
而
か
も
眞
に
よ
く
此
文
化
を
傳
へ

て
居
る
も
の
は
愛
想
蘭
西
の
外
な
い
か
ら
、
今
少
し
く
籐

計
に
羅
勾
・
希
密
語
の
時
聞
を
ソ
斜
角
に
加
へ
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

澱
ビ
い
ふ
に
あ
っ
た
Q
私
の
昨
年
六
月
始
め
て
巴
里
へ
墾

つ
た
頃
に
は
議
會
は
勿
論
民
間
に
着
て
も
こ
れ
に
閥
す
る

可
否
の
論
議
が
頗
る
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
國
民
の
輿
論
は

一
般
に
此
文
部
大
臣
の
提
議
に
賛
成
の
機
に
見
受
け
ら
れ

た
に
拘
ら
す
、
大
隅
が
そ
れ
に
三
塁
す
る
の
奇
擬
を
呈
し

た
。
こ
れ
畢
覧
千
九
百
二
年
の
改
革
時
代
の
敷
砂
が
ま
だ

生
き
残
っ
て
居
る
か
ら
だ
こ
の
事
で
あ
っ
た
が
、
果
し
て

如
何
で
あ
ら
う
Q
そ
れ
は
兎
も
角
、
戦
後
球
質
や
羅
馬
の

文
朋
に
博
す
る
憧
憬
か
ら
そ
れ
ら
に
魅
し
た
研
究
著
書
の

相
次
い
で
出
で
た
の
は
事
實
で
あ
っ
て
、
彼
司
・
ω
・
冨
p
サ

　
　
　
算
入
・
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
最
近
欧
来
奥
界
管
見
（
上
）

〈
貯
氏
の
編
輯
に
係
つ
π
9
二
眞
ω
o
昏
ω
の
如
き
も
、

其
一
つ
ご
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
此
ω
o
ユ
窃
は
す
べ
て
五

珊
か
ら
成
っ
て
居
っ
て
、
各
方
面
よ
り
隊
洲
文
題
が
文
朋

の
ユ
ニ
チ
ー
で
あ
る
こ
ビ
を
高
調
し
も
の
で
あ
る
が
、
縦

し
そ
れ
に
は
叉
有
力
な
る
反
屈
意
見
が
あ
る
に
も
せ
よ
、

確
か
に
前
ε
は
正
反
醤
の
思
想
が
一
部
の
國
民
間
に
勢
力

あ
る
こ
ご
を
物
語
っ
て
居
る
ビ
思
ふ
Q

　
併
し
こ
れ
は
野
饗
西
ば
か
り
で
な
く
、
英
米
で
も
戦
後

ク
ラ
シ
ッ
ク
ご
ず
イ
ェ
ン
ス
ご
の
敏
育
上
の
輕
重
が
問
題

に
な
ら
ぬ
こ
こ
ろ
は
な
い
Q
何
れ
か
ご
い
へ
ば
戦
後
の
田

帯
巾
生
活
が
世
智
辛
さ
を
乱
軍
へ
る
ご
丑
ハ
に
、
一
鶴
エ
ツ
フ
イ

セ
ン
シ
ー
に
重
き
を
置
き
、
從
っ
て
ず
イ
ェ
ン
ス
を
重
ん

じ
實
業
を
奨
働
す
る
に
傾
い
て
居
る
。
佛
繭
西
の
・
如
き
も

交
響
大
臣
の
提
案
に
輿
論
の
反
響
は
あ
り
乍
ら
、
多
数
の

青
年
蓬
生
の
志
望
は
矢
張
金
儲
の
仕
易
い
技
師
ご
な
る
に

あ
る
ビ
麺
剛
は
れ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
晶
ノ
イ
エ
ン
ス
と
の

選
揮
は
自
然
に
資
産
階
級
の
學
生
ご
無
産
階
級
の
そ
れ
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
七
（
二
三
九
）



　
　
　
第
入
塾
　
維
纂
　
最
近
駅
来
史
界
管
見
（
上
）

の
色
測
を
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
が
、
噌
面
に
は
又
戦

・
後
正
珊
の
心
労
敏
育
を
受
け
る
は
徒
ら
に
多
額
の
費
用
を

要
す
る
上
に
就
職
の
時
期
を
逸
す
る
恐
れ
あ
る
堅
め
に
愚

の
骨
頂
で
あ
る
こ
の
．
思
想
を
普
及
さ
せ
、
子
弟
を
し
て
成

る
べ
く
早
く
薗
動
車
其
他
の
機
械
を
取
扱
ふ
職
業
に
あ
り

つ
か
せ
て
實
地
に
練
熟
さ
せ
、
傍
ら
簡
易
な
夜
學
に
通
は

せ
る
風
潮
が
盛
ん
に
な
っ
て
來
た
や
う
で
あ
る
。

　
斯
る
現
代
魁
會
の
趨
勢
が
年
若
き
二
合
の
麟
裡
を
刺
激

す
る
結
果
は
、
誕
生
を
し
て
一
般
に
實
際
的
・
現
實
的
な
ら

し
め
テ
イ
エ
ン
ス
に
饗
ふ
も
の
を
増
加
す
る
代
り
に
交
科

に
轡
ふ
も
の
を
減
じ
た
や
う
で
あ
る
。
私
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

の
文
科
敏
授
男
。
く
。
口
氏
に
遭
っ
た
時
、
凶
事
に
話
が
及

ぶ
ど
、
氏
は
同
大
學
の
下
士
で
は
哲
學
、
交
學
を
志
望
す
る

も
の
は
多
い
け
れ
ざ
も
吏
學
は
比
較
的
に
少
い
ε
い
は
れ

其
理
肉
ε
し
て
、
暫
學
で
は
現
代
の
杜
會
闇
題
や
群
衆
心

理
等
を
研
究
し
て
筑
摩
の
活
動
に
資
す
る
こ
ご
が
出
回
る

し
、
文
學
は
古
代
の
も
の
も
今
日
の
も
の
も
あ
る
が
、
何

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
八
　
（
二
四
〇
）

れ
に
し
て
も
現
代
二
言
ε
密
接
の
含
蓄
が
あ
る
け
れ
ご
も

歴
史
は
過
去
の
事
實
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
現
代

就
會
ご
直
接
の
交
渉
が
左
迄
深
く
な
い
か
ら
で
あ
ら

う
ご
の
意
見
で
あ
っ
た
Q
そ
れ
ε
同
一
の
意
味
に
於
て
佛

蘭
西
の
群
発
が
戦
後
一
暦
其
重
要
の
度
を
培
し
た
経
回
証

會
問
題
に
重
き
を
剛
颪
く
傾
向
の
あ
る
こ
ε
は
、
私
の
逢
つ

だ
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
欧
洲
中
世
吏
の
激
櫛
型
a
鴛
氏
も
話

さ
れ
た
ご
こ
ろ
で
あ
る
。

　
濁
逸
の
國
情
は
今
爾
ほ
極
め
て
不
安
定
の
状
態
に
置
か

れ
て
居
る
丈
、
外
國
留
學
生
は
兎
も
角
、
濁
聖
人
の
大
學

生
で
史
學
に
志
す
も
の
は
所
に
依
る
ご
減
少
を
免
れ
な
い

や
う
で
あ
り
、
私
の
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
學
で
懇
意
に
な

っ
た
一
膳
ン
デ
イ
ダ
ー
ト
杯
も
さ
う
申
し
て
居
っ
た
Q
さ

れ
ば
、
史
艶
々
生
の
減
少
は
落
後
共
通
の
一
現
象
で
濁
り

メ
ソ
大
豊
ば
か
り
で
あ
る
ま
い
ε
思
は
れ
淀
。

　
英
吉
利
は
如
何
か
ご
い
ふ
に
、
私
は
同
國
で
は
最
初
に

官
ン
ド
ン
大
層
を
見
、
次
に
ヶ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
、
オ
ッ
ク
ス
フ



オ
ー
1
3
を
見
た
の
で
あ
っ
て
、
“
ソ
ド
ソ
大
恥
で
は
先
づ

キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ツ
ヂ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
・
エ
ン
ド
・
ボ
リ
チ
カ
ル
・
ず
イ
ェ
ン
ス
、

ユ
ニ
ブ
ー
シ
チ
ー
・
カ
．
ン
ッ
ヂ
を
次
ぎ
く
に
競
察
し
た

の
で
あ
る
。
然
る
に
私
が
昨
年
七
月
ロ
ン
ド
ン
へ
墾
っ
て

最
初
に
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ヂ
の
中
世
史
及
び
近
世
史
の

数
授
寓
窪
畦
蕊
富
窮
民
を
其
敷
継
室
に
尋
ね
た
時
、
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
の
史
學
志
望
墨
客
の
減
少
の
話
を
す
る
ご
、
民
は
意

外
に
も
本
校
の
鋏
〇
三
崎
o
h
》
憎
貫
で
は
却
て
史
學
志
望
者

の
堰
加
を
家
た
し
て
理
る
ピ
い
っ
て
、
學
生
の
名
や
學
科

目
を
書
い
た
表
を
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
慷
る
ご
、
中
に
は

二
三
學
誤
穏
の
記
入
を
間
い
だ
も
の
も
あ
っ
て
、
多
少
不

正
確
の
憾
は
あ
る
が
、
第
一
學
年
で
は
三
十
入
人
の
中
十

九
人
、
第
二
學
年
で
は
三
十
人
の
中
入
人
、
第
三
學
年
で

は
六
十
入
の
中
十
六
八
が
史
學
で
あ
っ
た
。
其
他
で
は
一

年
に
哲
學
が
一
人
、
論
理
學
が
三
人
、
心
理
學
が
一
人
、

二
年
に
哲
學
、
趾
會
學
が
一
人
、
三
年
に
哲
学
が
二
人
、
心

　
　
　
第
入
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
最
近
殴
来
典
界
管
見
（
上
）

理
學
が
　
人
ε
い
っ
た
や
う
に
哲
豊
艶
係
の
學
科
は
其
志

望
者
が
翼
に
翼
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
猶
ほ
氏
は
私
の
問

に
答
へ
て
學
生
増
加
の
原
因
は
種
々
あ
ら
う
け
れ
ざ
も
、

歴
史
的
智
識
の
普
及
も
確
か
に
其
一
つ
で
め
ら
う
こ
い
っ

て
、
氏
の
主
こ
し
て
關
係
さ
れ
て
居
る
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ツ

ヂ
の
歴
史
の
公
開
講
演
の
事
を
話
さ
れ
た
。
講
演
は
二
三

箇
月
に
亙
っ
て
数
人
の
講
師
に
依
っ
て
行
は
れ
る
の
で
、

豫
め
講
…
演
頴
…
目
ご
時
日
霊
を
　
腰
表
し
て
何
人
に
も
聴
講
を
許

す
が
、
侮
週
火
曜
日
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
の
開
會
ざ
て

里
中
多
数
の
聴
識
…
者
が
あ
る
こ
の
事
で
あ
る
、
民
は
昨
年

の
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
講
演
題
目
を
示
さ
れ
た

が
、
そ
れ
は
中
世
に
於
け
る
大
思
想
家
の
枇
會
的
政
治
的

槻
念
を
主
題
ご
し
て
取
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
。
猫
ほ
此
講

演
は
後
に
纒
め
て
田
版
さ
る
、
例
で
あ
っ
て
、
最
近
の
は

一
昨
年
同
氏
が
編
纂
出
版
さ
れ
π
寓
①
良
器
く
巴
∩
9
旨
や

び
¢
臨
◎
塗
8
鋒
9
。
B
Ω
く
驚
鐸
戸
叫
。
詳
で
、
興
亡
に
は
キ
ソ
グ

ス
・
カ
レ
ヅ
ヂ
の
學
長
切
縄
蒔
寄
敷
授
の
序
文
が
掲
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
競
　
　
　
玉
九
　
（
二
四
一
）



　
　
　
第
入
口
　
　
維
　
纂
　
　
最
近
鰍
米
史
界
管
見
（
上
）

れ
，
有
壁
な
る
数
鷲
鮒
の
論
文
が
榊
冷
め
ら
れ
て
居
る
。
私
讐

又
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ツ
ヂ
で
ハ
氏
の
隊
洲
中
世
史
の
誰
秘
義

を
聴
い
た
が
、
其
時
は
男
子
の
學
生
が
二
十
耳
許
ご
女
子

の
學
生
が
三
十
人
許
ビ
聴
講
し
て
居
り
、
ユ
ニ
ヴ
ー
シ
チ

ー
・
カ
レ
ツ
ヂ
で
聴
い
π
℃
○
一
一
霞
鳥
激
授
の
英
國
憲
法
更

に
は
そ
れ
よ
り
嵐
）
稿
多
数
の
男
女
早
生
の
聴
講
を
見
た
。

併
し
経
濟
學
の
學
生
は
そ
れ
ら
に
も
増
し
て
非
常
に
多
く

別
け
て
も
、
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
頗
る

盛
況
を
呈
し
て
居
た
。
そ
れ
に
外
蓋
し
て
経
濟
の
史
的
研

究
な
る
纒
濟
史
は
若
き
男
女
筆
生
の
興
味
を
惹
い
て
居
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
濁
り
ロ
ソ
ー
3
ソ
大
學
ば
か
り
で
な
く

ケ
ム
ブ
ジ
ツ
ヂ
大
學
に
於
て
も
，
少
く
ご
も
数
の
黙
か
ら

は
、
現
在
所
謂
餌
無
窮
磐
ω
貯
臼
Φ
ω
の
中
で
歴
史
が
首
位
を

占
め
て
居
り
、
一
咋
年
露
。
・
8
蔓
ゆ
ぢ
。
ω
の
二
部
に
入
っ

た
も
の
が
、
挙
国
三
百
入
あ
っ
た
ぜ
の
事
で
あ
る
。
而
か

も
其
塔
加
の
傾
向
が
近
世
史
に
集
中
し
、
叉
懸
子
十
年
間

経
濟
學
ご
共
に
緯
濟
吏
の
方
面
に
も
登
展
し
つ
、
あ
る
ピ

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
醗
　
　
　
　

山内

宦
@
　
（
ご
四
ご
）

い
は
れ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
亦
こ
れ
ご
同
一
の
傾
向

を
有
っ
て
居
っ
て
、
其
蜜
。
亀
①
障
国
蓉
○
薫
ω
o
プ
o
O
一
に
於

て
は
學
生
の
多
数
が
近
世
史
に
集
中
す
る
ご
共
に
、
経
濟

學
及
び
経
濟
史
に
も
彼
等
の
趣
昧
の
増
長
し
つ
、
あ
る
こ

ご
を
示
し
て
居
る
。

　
こ
は
も
こ
よ
b
男
女
の
學
生
に
共
通
の
傾
向
で
あ
る
ご

は
い
へ
、
欧
米
の
大
勢
で
は
女
子
の
學
生
に
史
學
を
修
め

る
も
の
が
多
く
、
殊
に
経
点
手
の
専
攻
者
が
少
く
な
い
。
私

の
友
人
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
Z
ミ
ッ
ク
ス

・
エ
ン
ド
・
ボ
リ
チ
ヵ
ル
・
ヅ
イ
エ
ン
ス
の
経
濟
皮
の
講
師

国
濠
9
μ
団
・
団
。
毒
興
女
史
か
ら
聞
い
た
ご
こ
ろ
に
糠
る
ご

ロ
ン
ド
ン
大
藩
で
は
現
に
婦
人
の
敷
授
が
三
夕
あ
っ
て
、
凹

中
】
名
が
史
學
、
二
名
が
維
色
刷
の
埋
門
家
で
あ
る
ご
の

事
で
あ
っ
淀
。
私
は
黒
帯
吏
の
紹
介
で
、
其
中
の
一
人
な

る
目
垂
雪
。
鼠
。
ω
女
史
に
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ

ミ
ク
ス
の
同
車
授
室
で
面
棄
し
英
猫
の
研
究
法
の
異
同
に

つ
い
て
質
し
た
事
が
あ
る
。
女
史
は
バ
女
吏
羅
綾
ケ
ム
ブ



リ
ツ
ヂ
の
ギ
ル
ト
ソ
・
カ
レ
ツ
ヂ
の
出
身
で
、
ダ
ブ
リ
ン
大

學
の
ピ
律
・
U
・
で
あ
る
。
女
史
に
は
日
舞
冒
含
ω
銭
曵

費
益
6
0
ヨ
ヨ
巽
。
一
肌
力
⑦
く
。
罫
臨
o
p
一
【
μ
Ω
完
暮
b
ゴ
凱
富
貯
臼
苧

噛
茜
二
δ
察
更
窪
尊
∩
Φ
匿
蔓
ε
題
す
る
良
著
が
あ
っ

て
、
私
も
一
讃
し
だ
が
、
其
申
に
は
日
本
の
海
蓮
業
の
著

し
い
登
達
が
英
國
の
そ
れ
に
一
大
打
撃
を
輿
へ
た
乙
ご
杯

に
も
論
及
さ
れ
て
居
る
の
を
見
懸
け
た
。
｝
英
吉
利
で
は
女

子
の
學
生
を
認
め
す
學
位
を
も
與
へ
ま
い
こ
す
る
ケ
ム
プ

リ
ツ
ヂ
は
格
別
ご
し
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
其
他
の
大

學
で
は
ロ
ン
ド
ン
同
様
、
男
女
通
馬
を
同
等
に
取
扱
ひ
學

位
を
も
授
與
す
る
か
ら
婦
人
の
敢
員
も
多
い
が
、
吏
學
殊

に
外
商
歴
吏
を
專
参
す
る
も
の
、
少
か
ら
澱
こ
ご
も
私
の

注
意
を
惹
い
た
一
つ
で
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の

男
8
巳
蔓
。
州
鷺
。
曾
直
参
。
。
8
鴨
団
の
冨
♂
冨
飢
ヨ
霧
↓
2
ヨ

で
は
津
農
ヨ
一
舜
受
目
奏
鼠
葛
｛
δ
ロ
の
欧
羅
巴
吏
の
レ
ク

チ
ユ
ァ
ラ
ー
に
三
人
の
婦
人
が
あ
り
、
笛
o
b
O
罎
ω
9
0
0
一
の

一
般
吏
に
四
二
の
婦
人
が
あ
る
が
、
其
三
人
迄
は
俳
太
利

　
　
　
第
入
谷
　
雑
纂
　
最
近
緻
来
史
界
管
見
（
上
）

史
で
残
）
の
一
入
が
蕩
尽
西
の
憲
法
史
で
あ
っ
だ
。
其
他

特
殊
題
目
に
つ
い
て
一
人
の
婦
人
が
あ
）
、
縫
濟
學
及
び

経
管
吏
に
三
人
の
婦
人
が
あ
）
、
地
理
學
に
一
人
の
婦
人

が
あ
っ
た
が
、
何
れ
も
申
合
せ
た
や
う
に
ヨ
・
》
●
で
あ

る
Q
私
は
平
中
二
三
の
講
義
を
傍
聴
し
た
が
、
皆
ノ
ー
ト

の
朗
譲
膿
で
精
釆
に
乏
し
い
憾
は
あ
っ
た
け
れ
ご
も
、
内

容
は
よ
く
整
っ
た
も
の
で
、
’
男
女
學
生
の
聴
講
者
は
馨
相

馬
ば
し
て
居
た
。

　
亜
米
利
加
の
大
學
で
も
戦
後
は
學
生
が
一
般
に
實
業
的

の
學
問
に
傾
い
て
史
學
・
に
足
踏
み
す
る
も
の
が
一
時
遽
の

い
た
ご
こ
ろ
も
あ
っ
だ
や
う
で
あ
る
が
、
其
後
は
漸
次
回

復
し
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
學
の
如
き
は
、
政
治
學
、
纒
濟
學

社
會
學
、
史
學
、
地
理
黒
髪
を
含
ん
だ
所
謂
ω
o
o
一
叢
し
。
斤
午

臼
＄
は
貴
生
の
数
最
も
多
き
を
占
め
て
居
る
ご
互
い
π
○

而
し
て
女
子
の
武
生
の
史
學
に
饗
ふ
も
の
、
多
い
こ
ご

も
、
略
英
吉
利
の
大
忌
ご
一
層
で
あ
る
ら
し
く
、
私
が
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
猟
の
史
學
の
敏
授
8
鴇
蓼
氏
に
聞
い

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
六
】
　
（
二
四
三
）



　
　
　
第
八
雀
　
雑
纂
　
最
近
鰍
米
史
界
管
見
（
上
）

た
ご
こ
ろ
で
は
其
成
績
概
し
て
頗
る
良
好
ぜ
の
事
で
あ
っ

π
が
、
中
に
は
間
々
、
女
子
が
一
般
に
歴
史
事
實
を
鯨
）

に
奇
麗
に
李
坦
に
取
扱
ふ
習
癖
を
免
れ
澱
黙
を
指
摘
し
た

藪
授
も
あ
っ
た
P

　
併
し
こ
～
に
問
題
ご
な
る
の
は
、
斯
る
傾
向
が
果
し
て

戦
後
の
新
現
象
で
あ
る
や
否
や
ご
い
ふ
黙
で
あ
ら
う
Q
私

が
バ
リ
の
國
立
古
文
書
館
で
、
昨
年
物
故
し
た
　
目
9
＜
凶
ω
ω
。

氏
の
監
修
に
係
る
有
名
な
佛
蘭
西
吏
一
部
の
著
者
で
あ
る

ご
こ
ろ
の
館
長
H
・
碧
σ
q
姦
ω
氏
に
逢
っ
た
時
、
氏
は
歴
史

の
見
方
は
種
々
の
方
面
か
ら
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
政
治
や

戦
孚
の
方
面
に
飽
い
た
ら
叉
遣
直
、
魁
會
、
心
理
等
の
他

方
面
に
着
手
す
る
も
よ
い
こ
ご
で
は
あ
る
が
さ
り
ε
て
こ

れ
は
絵
程
以
前
か
ら
あ
っ
セ
見
方
で
敢
て
戦
後
の
出
旧
事

ご
謂
ふ
べ
き
で
は
な
い
ビ
申
さ
れ
、
又
ヶ
ム
ブ
ジ
ツ
ヂ
で

U
鉾
Ω
ρ
℃
冨
重
氏
の
西
宮
四
顧
史
が
ア
ー
ツ
・
ス
ク
ー
ル

及
び
キ
ン
グ
ス
・
ヵ
レ
ツ
ヂ
の
講
堂
共
に
聴
講
者
の
盗
る

玄
ば
か
り
の
盛
況
で
あ
っ
た
の
を
見
て
、
講
義
の
濟
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
　
號
　
　
　
　
山
回
ニ
　
　
（
二
四
四
）

後
、
同
氏
を
其
室
に
訪
う
た
際
に
、
そ
れ
が
戦
後
の
現
象

で
あ
る
か
を
尋
ね
て
見
た
ご
こ
ろ
が
、
氏
は
言
下
に
否
ご

答
へ
て
、
戦
前
に
は
却
て
今
よ
り
以
上
の
多
数
で
あ
っ
た

ε
話
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
私
が
久
方
振
で
蕾
師
u
プ

箆
。
鴇
先
生
に
ベ
ル
ソ
ン
の
デ
ル
ッ
プ
リ
ン
ゲ
〃
の
邸
で

面
謁
し
た
時
、
現
今
経
濟
吏
の
隆
興
に
つ
い
て
話
す
ご
、
先

生
は
そ
れ
が
プ
ア
ツ
シ
ヨ
ン
で
あ
る
ご
い
は
れ
、
政
治
を

離
れ
て
何
の
経
書
が
あ
ら
う
ご
浴
々
雨
者
の
關
係
を
述
べ

ら
れ
た
後
、
近
刊
の
≧
茜
。
旨
・
一
ま
ぞ
簿
σ
q
Φ
ω
9
日
8
窯
。
を

取
出
し
て
こ
れ
は
甚
だ
時
代
後
れ
の
本
で
は
あ
る
が
ご
笑

は
れ
乍
ら
手
交
さ
れ
だ
。

　
從
來
の
歴
史
を
僖
式
な
毒
學
問
ビ
排
し
て
階
級
闘
箏
史

へ
の
組
替
を
徐
儀
な
く
し
て
居
る
や
に
傳
へ
ら
れ
る
ソ
ウ

エ
ー
ト
露
西
亜
は
格
別
、
欧
米
諸
大
鷺
の
吏
學
の
上
に
は

目
立
っ
て
新
ら
し
い
傾
向
こ
い
ふ
べ
き
も
の
を
見
出
だ
さ

ぬ
。
大
學
の
講
義
題
目
は
何
れ
も
月
蛇
な
も
の
で
あ
る
。

只
強
ひ
て
言
へ
ば
前
に
述
べ
た
や
う
な
無
風
が
縦
ひ
十
年



※
若
し
く
は
そ
れ
以
前
か
ら
馴
致
さ
れ
た
こ
ご
で
あ
る
に

し
て
も
事
實
新
傾
向
で
あ
る
に
相
蓮
な
く
、
そ
れ
以
外
に

は
三
者
が
從
來
の
因
襲
や
學
説
に
囚
は
れ
な
い
や
う
に
な

っ
た
こ
ご
も
其
一
つ
で
あ
ら
う
。

　
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
｝
o
置
碧
敷
授
も
今
日
の
聖
者
は
昔
の

襟
に
一
定
の
ス
ク
ー
ル
に
分
れ
て
居
る
事
な
く
、
各
個
入

寄
々
が
良
家
の
學
説
を
有
す
る
有
様
で
あ
る
か
ら
、
非
常

に
複
難
で
あ
る
ご
い
は
れ
、
猫
ほ
私
の
問
に
癒
じ
て
、

寓
9
桑
の
唯
物
史
親
は
昔
者
各
欄
人
々
々
に
は
幾
等
か
其

影
響
を
受
け
る
も
の
も
な
い
で
は
あ
る
ま
い
が
》
も
ビ
よ

り
一
畳
涙
を
な
し
て
居
る
謬
で
は
な
く
、
全
膿
ビ
し
て
影

響
が
な
い
と
謂
ひ
得
る
、
空
。
完
歩
に
し
て
も
、
哲
學
に

は
影
響
が
あ
ら
う
が
、
更
學
ご
は
没
交
渉
で
あ
る
。
併
し

自
分
も
詳
し
い
事
は
知
ら
ぬ
か
ら
、
斯
道
の
入
に
聞
い
て

下
さ
い
ご
い
は
れ
た
の
で
日
本
で
は
此
頃
小
學
校
の
先
生

で
も
沁
8
パ
。
苫
を
ロ
に
す
る
も
の
が
あ
り
、
又
其
歴
皮
霜

學
に
擦
っ
て
日
本
の
歴
吏
を
研
究
し
敷
逃
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柔
駄

　
　
　
第
八
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
最
近
鰍
兼
吏
界
管
見
（
上
）

ビ
カ
説
す
る
も
の
さ
へ
あ
る
の
を
思
ひ
浮
べ
て
、
苦
笑
を

禁
じ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
猶
ほ
日
本
で
は
近
來
文
化

更
流
行
で
政
治
吏
を
斥
け
る
風
潮
が
あ
る
が
、
ピ
碧
σ
q
δ
凶
ω

氏
に
逢
っ
た
時
、
偶
話
が
彼
H
9
ヨ
嘆
8
暮
敷
授
の
丈
化

史
に
關
す
る
學
説
の
影
響
に
及
ぶ
ご
氏
は
輕
く
濁
逸
は
も

ビ
よ
り
亜
米
利
加
で
も
一
時
ラ
氏
の
説
に
か
ぶ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
今
は
下
火
の
様
で
す
ご
言
っ
て
退
け
ら
れ
た
・

私
が
後
に
亜
米
利
沸
に
渡
っ
て
一
己
プ
ー
ド
大
幣
の
吏
學

研
究
室
で
　
6
び
。
　
腔
σ
q
三
津
碧
8
0
h
菖
”
o
国
脱
o
p
瓜
巽
貯

》
導
鼠
。
碧
震
ω
富
墜
の
著
書
で
聞
え
た
↓
珪
組
題
敷
授

の
演
習
に
列
し
泥
後
、
偶
ラ
敷
授
の
学
説
に
言
及
し
た
ビ

こ
ろ
が
、
同
氏
は
ラ
氏
は
殆
ご
歴
更
を
超
越
し
て
居
る
も

の
だ
ε
評
し
、
自
分
は
ラ
氏
よ
り
も
寧
ろ
ソ
氏
の
方
が
優

し
だ
ビ
思
ふ
ご
い
っ
て
同
席
の
諺
び
び
。
窪
敷
授
を
顧
み
ら

れ
た
が
、
氏
も
別
に
そ
れ
に
潤
し
て
異
存
は
な
い
や
う
で

あ
っ
た
。

　
私
は
ラ
イ
プ
チ
ッ
玖
で
は
二
日
に
亙
っ
て
可
な
り
長
い

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
二
　
糖
酬
　
　
　
山
ハ
一
二
　
（
ご
四
五
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
維
　
纂
　
　
最
近
緻
米
史
界
警
見
（
上
）

時
間
を
目
9
戸
前
8
ま
敷
金
の
H
諺
叶
ぎ
仲
で
費
し
、
仔
細
に

其
各
室
を
巡
覧
し
て
氏
の
遺
業
を
面
の
あ
た
り
に
見
、
氏

の
生
前
か
ら
の
助
手
で
あ
る
ど
こ
ろ
の
U
び
く
奇
畠
Φ
ヨ
閤
鴨

民
か
ら
此
H
奮
昏
暮
及
び
ラ
氏
に
飛
し
π
二
三
の
刷
物
を

貰
っ
て
其
高
風
を
偲
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
か
ら
得

た
私
の
印
象
を
銀
飯
に
言
へ
ば
ラ
氏
の
廣
博
に
し
て
殆
ざ

際
涯
な
き
識
見
に
基
く
新
史
學
の
建
設
は
不
世
出
の
一
大

天
才
的
史
家
が
其
手
足
ε
し
て
の
卓
扱
な
る
多
数
の
助
手

を
包
擁
し
て
始
め
て
達
成
し
得
ら
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
他

の
企
及
を
許
さ
ぬ
も
の
で
あ
ら
う
ε
い
ふ
に
蹄
着
す
る
。

ラ
馬
が
提
唱
し
た
融
化
史
・
世
界
史
の
研
鑛
の
至
難
な
事

業
た
る
事
は
ラ
氏
の
後
傷
者
た
る
Ω
o
Φ
欝
敷
授
も
其
〉
学

。
建
く
団
欝
内
包
け
霞
σ
q
の
8
窯
。
ぼ
ρ
×
H
H
●
に
載
せ
だ
U
器
H
㌣

ω
捧
暮
男
二
脱
因
巳
叶
霞
－
戸
β
繕
d
ご
く
。
話
巴
q
窃
。
霞
8
＞
一
畳
U
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

q
乾
く
華
語
暮
ピ
。
圃
腐
㎡
の
論
文
の
中
に
力
説
さ
れ
て
居
る

が
、
そ
れ
は
次
項
の
説
明
に
譲
る
こ
と
、
し
や
う
。
け
れ

ざ
も
現
代
の
史
學
者
少
く
ご
も
青
年
學
生
の
問
に
は
從
來

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
㎎
一
　
（
二
四
六
）

の
史
家
の
軍
な
る
事
由
の
記
述
を
擁
ら
す
ご
す
る
傾
向
が

あ
る
や
に
思
は
れ
、
此
黙
に
於
て
は
自
然
ラ
氏
の
重
…
き
を
．

購
直
か
れ
た
思
想
吏
に
共
鳴
｝
す
る
こ
ご
に
も
な
る
の
で
あ
る

私
が
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
滞
在
連
峰
國
近
世
史
の
講
師
↓
①
B
－

℃
o
ユ
。
団
民
に
誘
は
れ
て
℃
暮
。
魯
。
器
。
空
薫
。
臨
。
斜
一
し
Q
O
。
。
園
①
蔓

に
臨
…
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
當
夜
テ
底
は
其
得
意
ご
さ
る
、

第
十
八
世
紀
の
醤
外
政
策
ご
題
す
る
論
交
を
護
ま
れ
、
絡
っ

て
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
に
移
っ
て
か
ら
、
若
い
卒
業
生
や

學
生
が
交
々
起
っ
て
忌
揮
な
き
各
自
の
所
見
を
述
べ
た
が

詳
し
い
事
は
他
の
項
に
譲
る
け
れ
ご
も
、
大
勢
は
プ
氏
の

講
演
に
外
交
史
ご
密
接
の
關
係
を
有
す
る
ω
鳳
昏
。
鴨
岳
Φ

鶴
σ
Q
・
の
閑
却
さ
れ
て
居
た
こ
ご
に
つ
い
て
不
満
を
抱
い
て

居
る
も
の
、
や
う
に
見
受
け
ら
れ
た
の
は
其
一
例
ε
看
倣

し
て
よ
か
ら
う
。

　
猶
ほ
史
學
に
幽
す
る
灌
威
あ
る
著
書
は
飾
言
共
除
り
出

で
な
い
や
う
で
あ
っ
て
、
私
が
目
違
σ
q
§
。
。
氏
ε
此
事
を
話

し
合
っ
た
時
、
氏
も
戦
後
歴
史
を
書
く
人
が
少
く
な
り
そ



れ
に
経
呈
上
の
事
情
も
作
っ
て
扁
向
戦
前
程
の
良
著
の
出

で
な
い
こ
ご
を
痛
歎
さ
れ
て
居
っ
た
Q
経
心
高
の
事
情
…
ご

は
毒
言
學
者
に
夫
程
の
籐
裕
が
な
い
の
ご
出
版
費
の
嵩
む

薦
め
ε
で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
こ
そ
疑
も
な
く
學
界
に
及
ぼ

し
た
戦
争
の
影
響
と
謂
へ
や
う
。
其
中
で
も
佛
蘭
西
で
は

同
國
學
堺
の
虚
宿
》
＄
急
難
Φ
富
愚
9
凶
。
。
o
の
H
聾
く
剛
ω
ω
o
氏

“
監
修
の
呼
買
。
同
3
U
Φ
宰
鴛
8
が
頗
る
高
評
で
あ
っ
て

別
し
て
ラ
氏
執
筆
の
総
論
は
論
旨
も
堂
々
、
文
章
も
流
麗

だ
ご
風
動
さ
れ
て
居
た
が
、
私
の
逢
っ
た
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の

某
教
授
（
墨
型
に
匿
名
に
す
る
）
は
う
畏
は
文
章
家
で
あ
る

け
れ
ご
も
兜
家
で
は
な
い
ご
評
し
て
居
っ
た
。
濁
逸
は
遺

に
學
問
の
淵
叢
で
あ
っ
て
、
戦
後
も
績
々
ご
立
派
な
本
が

著
さ
れ
た
中
に
東
洋
の
美
術
史
に
關
す
る
大
著
さ
へ
あ
る

に
は
驚
く
杯
こ
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
居
た
が
、
行
っ
て
見

る
ご
成
程
あ
る
に
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
大
低
は
ナ
イ
フ
ε

糊
ご
で
作
り
上
げ
た
や
う
な
間
に
合
せ
も
の
で
、
格
別
の

創
見
や
苦
心
の
跡
は
見
受
け
ら
れ
な
か
つ
π
◎
出
版
費
の

　
　
　
第
入
巷
　
雑
纂
　
最
近
鰍
来
史
界
管
見
（
上
）

嵩
む
こ
ビ
に
つ
け
て
こ
、
に
書
添
へ
て
置
き
た
い
こ
ご
が

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
私
が
昨
年
九
月
中
頃
H
襲
B
鷲
9
窪
ω

目
Φ
言
N
お
癖
H
霧
蝶
段
で
～
＜
己
¢
巳
団
興
氏
に
逢
っ
た
蒔
氏
は

今
は
東
京
商
科
丹
心
敷
授
の
三
浦
新
七
博
士
の
留
學
中
協

力
し
て
著
さ
れ
た
我
倉
の
註
騨
を
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

倉
の
本
文
の
外
、
義
解
・
集
解
の
文
を
も
全
蔵
し
て
そ
れ
に

註
騨
を
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
兎
も
角
斯
る
苦
心

の
結
晶
が
経
費
の
關
係
よ
り
未
だ
に
世
に
出
で
漁
は
遣
憾

で
あ
る
ε
思
っ
た
か
ら
、
試
み
に
千
部
を
印
刷
す
る
ご
し

て
何
程
の
出
版
費
を
要
す
る
や
を
単
座
で
同
氏
に
見
積
っ

て
貰
っ
た
ご
こ
ろ
が
、
約
千
頁
鯨
の
も
の
で
、
當
時
の
爲

替
の
相
場
に
換
議
す
る
ご
、
其
實
費
、
我
千
圓
に
も
足
ら

ぬ
高
で
あ
っ
た
の
で
、
私
は
日
本
に
立
て
出
資
の
途
が
な

い
鐸
で
も
あ
る
ま
い
ご
ウ
臆
意
に
も
話
し
て
早
速
三
浦
博

士
に
艶
事
を
串
逡
っ
て
置
い
た
。
ウ
エ
氏
は
、
非
常
に
満
足

さ
れ
て
私
の
羅
馬
滞
在
中
に
も
態
々
血
管
の
意
を
串
越
さ

れ
元
の
で
あ
る
。
私
は
如
何
に
も
し
て
同
書
の
早
く
世
に

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
六
五
　
（
二
四
七
）



　
　
　
算
入
巷
　
維
纂
　
最
近
鰍
米
史
界
讐
見
（
上
）

金
け
に
さ
れ
ん
こ
ご
を
望
ん
で
已
ま
な
い
◎

二
　
史
學
研
究
室

　
史
學
の
…
進
ん
だ
研
究
に
當
っ
て
は
是
客
思
研
究
室
の
必

要
を
威
す
る
の
で
あ
る
が
佛
雪
濁
や
英
吉
利
の
大
學
に
は

其
設
備
が
完
全
で
な
い
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
単
科
に
も
、
特

殊
の
研
究
を
容
易
に
す
る
目
朗
で
ぎ
。
。
紳
ぎ
誘
が
設
け
ら
れ

て
居
り
、
其
去
去
年
に
閣
係
あ
る
も
の
に
考
古
學
、
美
術

更
、
地
理
學
等
が
あ
っ
て
、
そ
れ
み
＼
研
究
上
に
必
要
な

圖
書
室
．
實
験
室
を
概
き
、
地
圖
、
寓
箕
等
受
備
へ
ら
れ

て
敷
授
の
紹
介
又
は
翼
長
の
許
可
を
得
た
學
生
に
限
っ
て

出
入
を
許
さ
れ
る
し
別
に
ω
斜
濠
ω
紆
8
養
奉
ロ
も
あ
る
。

大
官
の
一
箆
を
見
る
ご
、
研
究
に
必
要
な
機
關
は
全
部
備

具
し
て
居
る
や
う
に
見
え
て
居
る
け
れ
ざ
も
、
實
際
は
徐

う
よ
く
出
品
て
居
な
い
警
め
、
研
究
者
に
取
っ
て
充
分
の

蒲
足
を
與
へ
ら
れ
ぬ
事
は
前
記
の
冒
a
碧
講
授
が
私
に

語
ら
れ
π
こ
こ
ろ
で
あ
っ
て
敷
授
自
身
は
比
較
的
に
設
備

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
六
山
ハ
・
（
二
四
入
）

の
よ
い
跡
o
o
寄
署
。
触
諺
9
身
δ
も
∩
鶴
唱
Φ
臨
。
弩
。
の
研
究
室
へ
行
く

こ
ご
に
し
て
居
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
古
文
書
も
備
へ
ら

れ
て
居
）
、
學
生
に
は
中
世
の
テ
キ
ス
塾
を
有
た
せ
て
激

語
す
る
、
大
橋
生
も
入
室
は
田
憤
る
が
全
部
に
は
許
さ
ぬ

さ
う
で
あ
る
。
勿
論
必
要
な
史
料
は
大
藩
の
圏
書
館
な
り

、
國
立
古
文
書
館
に
所
藏
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
學
生
は

そ
こ
へ
行
っ
て
研
究
す
る
こ
ご
が
撫
黙
る
Q
併
し
國
立
古

文
書
館
に
署
す
る
史
料
は
主
こ
し
て
彿
蘭
西
の
そ
れ
で
あ

る
か
ら
（
欧
洲
中
世
史
別
し
て
濁
逸
や
伊
太
利
史
の
専
門

の
ジ
ヨ
氏
は
自
然
煙
り
利
用
さ
れ
な
い
ε
の
話
で
あ
っ
た

尤
も
法
科
に
も
各
學
科
に
分
れ
て
特
別
の
圖
書
を
備
へ
た

ω
ρ
濠
ω
島
Φ
日
糞
く
箋
が
あ
り
法
制
吏
に
碧
し
て
は
ω
亀
。
ω

飛
鑑
鴇
。
冨
費
臼
○
一
叶
鬼
畠
¢
舞
。
淳
∩
舞
9
μ
β
器
ご
○
り
箒

げ
ω
戯
。
¢
9
く
僧
嵩
畠
¢
脅
○
荒
目
○
厳
9
宮
ε
が
あ
っ
て
、
前
者

に
於
て
は
私
の
鞭
つ
だ
寺
院
法
の
閃
○
母
鼠
理
激
授
が
佛

蘭
西
法
制
史
の
名
誉
浅
巴
激
授
ご
共
に
指
導
敷
授
ε
な
っ

て
居
る
。
私
は
そ
れ
を
見
る
機
會
が
な
か
っ
た
け
れ
ご



喚

も
、
フ
氏
の
話
で
は
】
通
り
の
誌
面
書
が
備
へ
ら
れ
何
人

で
も
特
許
を
受
け
た
も
の
は
こ
、
に
入
っ
て
研
究
を
な
し

得
る
の
で
あ
っ
て
激
授
の
助
手
か
ら
指
導
を
受
け
る
の
で

あ
る
ビ
の
事
で
あ
っ
た
。
猶
ほ
パ
ソ
大
呼
の
法
科
で
は
第

一
年
に
必
須
科
ビ
し
て
法
制
史
を
課
す
る
は
日
本
の
そ
れ

ご
違
ふ
が
、
フ
氏
自
ビ
身
、
墨
ユ
住
が
一
般
に
こ
れ
に
必
要
な

歴
吏
的
智
識
の
貧
溺
で
あ
る
爲
め
数
果
が
あ
が
ら
ぬ
ε
歎

息
さ
れ
て
居
た
の
を
見
て
は
憎
み
つ
か
ら
の
経
験
よ
り
同

情
に
堪
へ
な
か
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
パ
リ
大
學
の
如
き
は
設
立
が
古
い
・
丈

に
圖
書
館
が
完
備
し
て
居
っ
て
、
學
生
の
一
塗
り
の
研
究

に
は
事
閾
か
ぬ
上
に
一
筆
の
首
府
に
あ
る
潜
め
國
立
吉
文

書
館
、
國
立
誓
書
館
、
官
公
私
立
の
博
物
館
等
も
憂
備
し
て

居
っ
て
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
に
嘗
て
は
進
ん
だ
砺
究
を

執
薫
じ
易
い
こ
こ
ろ
か
ら
、
自
然
史
學
に
於
て
も
研
究
室

の
設
備
が
登
逮
せ
ぬ
課
で
あ
ら
う
。

　
次
に
莫
吉
利
の
大
命
の
研
究
室
は
こ
い
う
ε
、
此
國
で

　
　
　
第
二
巷
　
雑
纂
　
最
近
緻
来
史
界
管
見
（
上
）

は
科
學
方
面
の
ニ
フ
ボ
ラ
ト
リ
ー
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
文
學

殊
に
史
學
に
特
胴
な
設
備
の
止
る
べ
き
も
の
は
少
い
。
先

づ
ケ
ム
ブ
、
リ
ッ
チ
、
オ
ツ
ク
ス
ク
オ
ー
ド
瓢
剛
大
墨
・
に
つ
い

て
い
へ
ば
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
冨
喜
各
氏
の
ω
o
・

．
舞
8
。
・
9
＆
〉
二
9
0
簿
ぼ
㏄
∂
戦
国
客
房
げ
国
聾
。
蔓
の
講
義

で
は
私
は
初
特
別
の
設
備
の
あ
る
室
で
學
生
に
史
料
を
示

し
て
の
説
明
で
も
あ
る
こ
ご
か
ざ
豫
期
し
て
行
っ
た
の
に

∩
年
韓
Ω
9
毎
島
の
一
室
で
、
毘
節
し
た
史
料
の
解
題
・
灰

臓
の
場
所
（
大
抵
大
英
垂
物
館
）
著
者
の
賂
傳
を
説
く
丈
で

あ
っ
て
、
そ
れ
さ
へ
殆
ざ
か
ー
ル
ド
を
使
は
す
、
難
解
の

墨
字
は
ス
ペ
ル
を
い
ふ
丈
で
あ
っ
た
。
段
々
マ
ヌ
ス
ク
ヅ

ブ
ツ
に
及
ん
だ
な
ら
ば
或
は
原
本
を
示
さ
る
、
か
知
れ

濾
が
、
印
刷
し
た
も
の
で
さ
へ
、
其
大
英
博
物
館
に
あ
る

こ
ご
を
指
摘
さ
れ
た
位
で
あ
る
か
ら
、
　
一
層
原
本
の
持
合

せ
が
な
く
て
、
ロ
バ
説
明
丈
に
止
ま
る
場
合
が
多
く
は
な
か

ら
う
か
。
そ
れ
か
ら
古
交
書
の
講
義
で
は
私
は
オ
ッ
ク
ス

フ
二
三
1
3
で
H
b
づ
・
①
講
師
の
H
暮
。
含
0
3
受
碧
q
の
2
伊
¢
－

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
腱
　
　
　
　
轟
ハ
毛
一
　
《
二
閃
M
九
）



　
　
　
第
入
奮
　
雑
纂
　
最
症
歓
米
史
界
管
見
（
上
）

鴨
巴
O
o
解
義
。
貯
H
し
凶
冷
団
巴
9
8
聖
p
・
覧
薫
ε
》
嵩
駐
p
ω
鈴
誕
○
嵩

Ω
装
画
誘
ビ
の
講
義
を
聴
い
π
Q
此
講
義
は
開
講
前
豫
め

講
師
の
宅
へ
聴
講
者
の
名
を
履
け
出
で
る
こ
ご
に
な
っ
て

居
た
の
で
、
私
も
手
紙
で
希
望
を
申
逡
る
ご
、
早
遽
氏
の

方
か
ら
自
分
は
あ
な
π
を
一
撒
迎
す
る
が
聴
い
て
見
ら
れ
π

ら
っ
ま
ら
な
く
て
失
望
さ
れ
る
だ
ら
う
こ
の
返
事
が
來
π

の
で
、
今
度
は
學
生
の
入
子
を
制
限
さ
れ
る
丈
何
か
特
別

の
設
備
が
あ
る
だ
ら
う
ビ
6
冨
。
。
9
0
0
『
へ
行
っ
て
見
る

ご
、
階
下
の
割
合
に
狡
い
普
通
の
敷
場
で
、
前
者
は
男
女

各
五
人
後
者
は
減
っ
て
男
嫌
生
二
人
女
早
生
一
人
ご
な
っ

た
。
氏
は
私
を
見
付
け
て
愛
想
よ
く
握
手
さ
れ
他
の
學
生

ご
一
緒
に
一
つ
の
敷
科
書
を
見
る
便
宜
を
輿
へ
ら
れ
元

が
、
初
め
の
時
間
に
は
パ
リ
古
版
の
U
び
紺
碧
N
ω
滞
孚
諺

の
℃
巴
ひ
。
垢
面
ぼ
①
智
砕
葺
。
を
持
っ
て
來
て
學
生
に
興
へ
、

中
に
あ
る
文
書
の
寓
最
ハ
を
三
四
行
づ
、
輪
譲
さ
せ
て
其
意

味
の
説
明
を
堪
れ
乍
ら
形
式
を
説
か
れ
、
次
ぎ
の
時
聞
で

は
ア
ン
ダ
η
ず
ク
ン
ン
時
代
の
チ
ャ
ー
タ
ー
の
寓
眞
版
を

　
　
　
　
　
　
　
第
一
】
　
號
　
　
　
　
山
門
博
八
　
　
（
二
五
（
）
）

持
っ
て
來
て
學
生
に
頒
た
れ
、
こ
れ
も
前
同
様
學
・
生
に
輪

略
報
さ
せ
て
、
書
き
崩
さ
れ
た
丈
字
を
再
生
が
讃
み
尋
ね
る

ご
、
こ
れ
は
〇
二
瓜
○
窃
o
o
6
げ
貯
ρ
陣
δ
昌
だ
ε
い
っ
て
は
自
ム
身

ボ
ー
ル
ド
に
離
れ
ぐ
に
書
い
て
見
せ
杯
さ
れ
だ
が
、
途

に
我
々
が
や
る
や
う
に
、
原
本
思
出
し
て
示
す
ε
い
ふ
こ

ご
は
さ
れ
な
か
つ
允
。
ヶ
ム
ブ
フ
ツ
ヂ
で
は
買
ソ
ド
ン
の

パ
プ
ソ
ツ
ク
・
レ
コ
ー
ド
・
オ
フ
ィ
ス
で
私
の
懇
意
に
な
っ

た
芝
垣
蕩
9
氏
が
矢
張
ヶ
ム
ブ
ジ
ツ
ヂ
の
出
身
で
あ
る

の
で
、
毎
週
一
回
出
張
し
て
古
文
書
の
講
義
が
あ
る
ビ
の

こ
ご
で
あ
っ
た
が
、
私
は
時
間
の
都
合
で
、
其
講
義
は
聴
か

な
か
っ
た
け
れ
こ
も
、
定
め
の
敷
室
を
見
る
ε
、
劉
合
に

狡
く
て
細
長
い
何
等
の
設
備
も
な
い
普
通
の
弓
場
で
あ
っ

陀
。
聞
け
ば
氏
は
季
生
極
め
て
多
忙
な
人
で
あ
る
の
で
講

一
義
を
濟
ま
す
ε
直
檬
得
率
っ
て
仕
舞
は
れ
る
さ
う
で
あ
る
。

　
尤
も
Q
り
臼
昌
貯
碧
ビ
い
ふ
も
の
が
全
く
な
い
で
は
な
く
、

例
へ
ば
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
く
貯
。
鵬
箪
α
。
題
敏
授
の
エ

ド
フ
ー
1
3
三
世
時
代
ε
題
す
る
講
義
は
目
冨
し
0
8
0
δ
の
．

ゆ



OQ

Q
昌
ぎ
舞
で
開
か
る
、
こ
ざ
に
な
っ
て
居
た
。
こ
れ
は
所

謂
》
儀
く
磐
8
似
窯
。
，
8
膏
巴
辟
＄
。
露
に
の
爲
め
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
其
身
に
授
業
料
を
取
っ
て
（
取
ら
ぬ
の
も
あ

る
）
質
問
を
許
す
ぎ
∂
§
9
＝
湊
窟
9
轡
δ
嵩
こ
い
ふ
の
も
あ

る
が
、
是
等
は
寧
ろ
曇
れ
な
場
合
で
、
大
騰
は
ω
0
2
貯
鍵

が
な
い
の
を
原
剛
こ
す
る
の
で
あ
る
。

　
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
特
有
の
円
午

ε
畦
野
津
ω
器
ヨ
の
百
工
・
の
場
合
に
於
て
其
專
門
の
童
生
が

8
暮
。
騰
が
ら
指
導
を
受
け
る
の
は
事
實
上
鞘
ω
o
ヨ
ぎ
霞
の

そ
れ
に
類
し
て
居
な
い
で
は
な
い
。
私
は
ヶ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ

で
は
英
國
文
部
省
の
紹
介
で
懇
意
に
な
っ
た
空
け
。
婆
。
奮
の
の

○
び
日
。
ヨ
》
ω
ω
上
書
暮
暮
。
畦
b
日
①
9
需
浄
団
氏
の
特
別
の
好
意

で
氏
が
學
生
の
指
導
振
を
民
の
側
で
競
察
す
る
機
會
を
與

へ
ら
れ
た
が
、
學
生
の
氏
か
ら
課
せ
ら
れ
た
小
論
文
に
つ

い
て
質
問
を
し
乍
ら
批
評
し
て
行
か
る
、
の
で
あ
っ
た
。

其
後
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
属
鏡
。
。
窪
8
¢
で
を
巴
（
Φ
ぎ
㈲
．

氏
の
日
忌
9
振
り
を
も
瞥
見
し
た
が
、
矢
張
同
じ
事
で

　
　
　
第
二
巷
　
　
維
　
纂
　
　
最
近
鰍
来
史
界
嘗
見
（
上
）

め
っ
た
Q
是
等
は
何
れ
も
個
人
指
導
π
る
瓢
に
於
て
普
通

の
ω
o
嚢
ρ
舞
ご
も
蓬
ひ
又
ご
8
塊
の
室
は
吏
學
に
關
す
る

圖
書
で
架
上
を
満
た
さ
れ
居
る
も
の
、
、
三
生
が
そ
れ
を

利
用
す
る
繹
で
も
な
い
か
ら
、
婚
儀
も
相
撃
し
て
居
る
の

で
あ
る
Q
私
は
し
。
。
8
貯
鍵
の
事
を
プ
氏
に
話
し
た
時
々
は

自
分
は
し
。
¢
ヨ
鍵
母
は
有
た
な
い
が
個
人
指
導
は
し
て
居

る
ご
い
は
れ
、
ウ
エ
ー
氏
は
こ
、
で
學
生
の
研
究
歌
況
が

知
り
た
け
れ
ば
、
圖
書
館
に
於
て
見
ら
れ
る
の
外
あ
る
ま

い
ご
敷
へ
て
呉
れ
た
。
こ
れ
が
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ー
1
3
や
ケ

ム
プ
ソ
ツ
ヂ
の
現
鼎
…
で
あ
る
。

　
そ
こ
へ
行
く
ビ
ロ
ン
ド
ン
大
粒
は
新
し
い
丈
に
前
記
爾

大
學
ご
は
種
々
の
黙
に
於
て
行
方
を
事
に
し
た
多
少
の
設

備
が
あ
る
。
例
へ
ば
彼
爾
大
童
で
は
其
學
生
を
戦
隊
レ
ツ

ヂ
に
牧
平
す
る
を
原
則
ご
し
て
居
る
。
け
れ
ざ
も
ワ
ン
ー
3

ソ
大
學
で
は
學
生
の
多
数
（
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
家
庭
か

ら
通
慨
す
る
の
を
以
て
多
大
な
便
利
こ
し
、
寧
ろ
遠
隔
の

地
方
か
ら
同
大
學
に
入
適
す
る
も
の
七
十
メ
ー
セ
ン
ト
許

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
山
廊
九
　
　
（
二
五
一
）



　
　
　
抄
入
巻
　
雑
纂
　
最
近
油
日
更
界
管
見
（
上
）

に
及
ぶ
男
。
湾
σ
q
舜
含
暮
。
や
閃
。
器
鍵
。
び
ω
貯
（
｛
出
藍
の
爲
め

に
寄
宿
含
を
設
け
て
彼
等
を
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
中
央
に
住

み
乍
ら
、
圖
書
館
や
大
英
博
物
館
、
レ
コ
ー
ド
・
オ
フ
ィ
ス
．

大
黒
の
研
究
室
等
を
容
易
に
利
用
さ
せ
る
方
が
優
し
だ
ざ

主
張
し
て
居
る
。
斯
く
て
日
本
で
は
．
後
か
ら
毘
來
だ
大
學

は
何
か
に
つ
け
て
兎
角
古
い
大
潟
の
眞
似
を
し
た
が
る
に

拘
ら
す
．
英
吉
利
で
は
個
人
間
に
個
性
を
重
ん
ず
る
が
如

く
、
大
型
間
で
も
H
江
ω
帥
σ
q
鴇
。
暮
銭
く
七
二
σ
q
Φ
8
回
奔
く
。

¢
巳
ぐ
興
。
。
㌶
φ
ω
O
h
魯
漂
目
①
暮
¢
℃
霧
ご
い
っ
て
居
る
の
で

あ
る
。
（
ω
詫
Ω
話
⑲
9
望
舅
9
・
。
。
8
鴨
民
の
ロ
ン
ド
ン
大
乱
に
於

け
る
演
説
）

　
無
論
こ
、
に
も
ω
o
筥
貯
㌶
は
な
い
け
れ
ざ
も
、
私
の
見

た
ご
こ
ろ
で
は
、
ユ
ニ
プ
ー
シ
チ
ー
・
カ
レ
ツ
ヂ
で
英
國
史

の
里
芋
娼
。
壼
息
男
の
室
に
臨
い
て
史
學
の
圖
書
室
、
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

書
室
が
あ
り
、
そ
こ
を
出
で
る
ご
、
英
逆
軍
の
圖
書
室
が

あ
る
。
そ
れ
は
只
一
室
で
は
あ
る
が
、
天
弁
迄
も
本
棚
が

届
く
程
高
く
積
ま
れ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
に
接
し
て
佛
蘭
西

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
〇
　
（
二
五
二
）

伊
太
利
、
英
文
學
、
哲
學
及
び
心
理
學
、
考
古
學
等
の
各

室
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ラ
イ
ブ
グ
リ
ー
に
績

い
て
居
る
。
故
に
前
者
は
デ
パ
ー
ト
メ
ン
タ
ル
・
ラ
イ
プ

ラ
ソ
ー
で
、
是
丈
で
も
除
程
學
生
に
は
便
利
で
あ
る
が
、

こ
、
に
は
マ
ハ
別
に
一
叢
簿
得
。
亀
震
ω
8
識
。
巴
閃
⑦
8
9
。
鴨
。
財

こ
い
ふ
の
が
あ
る
Q
そ
れ
は
大
英
博
物
館
の
裏
手
に
當
リ

ユ
ニ
ヴ
ー
シ
チ
ー
・
カ
レ
ツ
ヂ
か
ら
程
近
い
マ
レ
ツ
ト
．
ス

ト
ソ
ー
ト
に
あ
っ
て
、
見
た
ご
こ
ろ
木
造
の
細
長
い
李
屋

’
建
で
、
圃
W
簿
誠
ρ
目
蕊
簿
暮
o
o
コ
馨
Φ
葺
盆
9
巨
9
葬
同
目
㎝
ビ
の

標
札
を
滑
稽
に
戚
す
る
程
、
新
し
い
に
は
新
し
い
が
お
粗

末
な
建
物
で
あ
る
。
私
は
前
後
二
回
こ
、
を
お
ご
つ
れ
て

ロ
ン
ド
ン
大
學
の
ソ
ー
ダ
ー
ご
し
て
ロ
ン
ド
ン
史
に
は
朋

る
く
そ
し
て
錐
誌
志
士
。
受
の
編
輯
人
で
あ
る
ご
こ
ろ
の

U
悪
騒
女
史
の
御
世
話
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
女
史
は
李

生
こ
、
の
名
筆
罫
書
館
長
ご
し
て
、
何
時
も
其
入
口
に
近

い
一
室
に
詰
め
て
居
ら
れ
る
長
身
二
見
の
老
嬢
で
、
命
妹

も
同
じ
く
、
こ
》
で
陳
書
に
思
し
た
事
務
を
執
っ
て
居
ら



●

れ
る
と
の
論
議
で
あ
っ
た
。
私
は
最
初
は
女
史
の
案
内

で
、
二
度
目
は
ロ
ン
ド
ン
犬
學
の
新
卒
・
業
生
℃
錠
。
。
H
o
o
民

の
案
内
で
遜
癒
し
泥
の
で
あ
る
が
、
内
部
は
遺
に
よ
く
整

頓
さ
れ
て
居
っ
た
。
先
づ
入
ロ
近
く
か
ら
順
々
に
槻
て
行

・
く
ご
、
最
初
が
コ
ン
モ
ン
・
川
ー
ム
で
、
五
六
の
タ
ー
ブ

ル
に
ご
十
許
の
椅
子
が
量
か
れ
て
離
誌
類
を
備
へ
附
け
ら

れ
て
居
る
。
次
が
東
部
欧
羅
巴
の
室
で
、
中
・
央
に
テ
ー
プ

〃
を
置
き
、
書
架
に
本
が
置
か
れ
る
。
此
邊
廊
下
に
は
カ

タ
ロ
グ
箱
が
並
ん
で
居
る
Q
次
の
欧
羅
巴
室
は
態
々
い
長

方
形
の
部
屋
で
、
佛
蘭
西
、
日
誌
憂
ご
國
々
の
史
籍
が
時

代
別
に
書
架
の
上
に
陳
べ
ら
れ
、
五
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
置

か
れ
る
。
其
隣
り
が
荻
い
英
吉
利
外
交
史
の
部
屋
で
、
ス

ラ
ー
ト
・
ペ
ー
パ
ー
ス
杯
が
書
架
に
立
て
ら
れ
テ
ー
ブ
ル

は
二
脚
あ
る
丈
で
あ
る
。
次
が
記
事
の
中
で
海
軍
の
作
戦

の
部
屋
で
陸
軍
作
戦
の
部
屋
ご
隣
り
合
っ
て
居
る
。
そ
こ

に
は
テ
ー
プ
川
が
二
つ
あ
る
丈
で
あ
る
が
各
國
の
を
集
め

た
珍
ら
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
廊
下
に
迄
潅
れ
て
居
る
次

　
　
　
第
八
谷
　
　
難
　
纂
　
　
最
近
鰍
来
吏
界
管
見
（
上
）

に
大
き
な
部
屋
に
突
凝
る
の
が
大
英
國
及
び
愛
蘭
帥
ち
英

吉
利
の
國
史
の
部
屋
で
此
甘
・
。
簿
鴛
Φ
の
中
心
丈
に
比
較

的
最
も
多
く
の
留
書
の
あ
る
こ
8
勿
論
で
あ
る
。
帥
ち

因
。
幽
し
∩
①
膏
ω
が
無
慮
四
百
冊
㌘
8
a
ω
o
霞
8
ω
が
亦

賂
同
じ
位
架
上
に
立
て
陳
ね
ら
れ
て
居
る
の
は
壮
観
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
レ
オ
グ
ラ
フ
　
エ
ン
ド
の
ヂ
イ
ブ
ロ
マ
チ
ッ
ク

つ
だ
。
次
の
小
さ
な
部
屋
が
古
　
文
　
書
　
室
で
、

二
つ
の
車
を
置
き
室
内
の
棚
に
は
版
に
な
っ
た
大
莫
博
物

館
あ
た
り
の
古
画
書
が
藏
…
め
ら
れ
て
居
た
。
コ
ー
ル
・
マ
イ

ン
で
作
っ
た
一
種
の
棚
に
マ
ヌ
ス
ク
ソ
ブ
ッ
の
版
に
な
つ

だ
も
の
を
横
た
へ
、
外
部
に
グ
フ
…
ン
の
幕
を
張
り
、
上
げ

下
し
の
出
來
る
や
う
に
し
て
常
は
暗
く
し
て
響
く
の
は
、

保
存
上
か
ら
の
よ
い
思
ひ
付
き
で
あ
る
ご
見
受
け
た
。
此

部
屋
は
古
文
書
專
門
の
｝
窪
鐸
目
。
。
○
嵩
氏
の
設
計
に
成
る
こ

の
こ
ご
で
あ
っ
た
が
、
此
ブ
ッ
ク
・
セ
ル
フ
撃
ち
書
架
の

構
造
は
親
切
な
デ
女
史
が
私
の
爲
め
に
其
場
で
寓
生
し
て

賂
ら
れ
た
。
次
の
部
屋
が
ロ
ソ
ー
3
ン
の
室
で
一
切
の
ロ
ン

ド
ン
閣
係
の
本
が
集
め
ら
れ
、
デ
女
史
得
意
の
濁
壇
場
ご

　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
七
一
　
（
二
五
三
）



　
　
　
八
入
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
最
近
由
来
史
界
管
見
（
上
）

思
は
れ
た
。
車
馬
が
英
國
の
領
地
殖
民
地
及
び
印
度
の
部

屋
で
あ
り
、
最
後
が
亜
米
利
加
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
長
い

廊
下
に
は
一
面
に
前
記
の
カ
タ
ロ
グ
箱
の
外
、
室
外
に
溢

れ
た
本
や
タ
イ
ム
ス
な
ざ
が
陳
べ
ら
れ
て
居
だ
。

　
此
H
昌
ω
窪
暮
。
は
…
昨
々
年
か
ら
一
思
年
に
か
け
て
或

匿
名
の
心
志
家
の
二
萬
膀
の
寄
附
で
建
て
ら
れ
設
備
身
さ

れ
た
も
の
で
、
其
建
設
ご
維
持
ご
に
つ
い
て
は
敷
授
其
他

の
寄
附
を
仰
い
で
居
る
。
前
記
の
各
室
は
そ
れ
み
＼
専
門

の
鍛
授
を
指
導
者
こ
し
て
居
る
け
れ
ご
も
、
ロ
ン
ド
ン
大

學
に
於
け
る
史
寄
敷
授
の
牛
耳
を
取
っ
て
居
る
蜀
。
貯
a

激
授
は
Ω
巨
§
鴛
こ
し
て
こ
れ
を
主
宰
し
て
居
る
こ
ご

故
目
ρ
ヨ
窟
。
。
露
面
一
の
冒
。
。
藻
暮
に
於
け
る
が
如
き
も

の
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
民
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の

出
身
で
望
＆
9
寅
ぐ
o
h
宕
㊤
け
δ
舜
一
国
。
σ
q
欝
℃
亭
曳
の
編
纂

を
絡
っ
て
か
ら
ロ
ン
ド
ン
大
検
・
の
聰
に
癒
じ
、
夫
迄
何
ご

か
い
ふ
海
員
上
り
の
敷
授
が
捲
任
し
て
居
た
畏
め
一
向
振

は
な
か
っ
た
後
を
承
け
て
氏
の
努
力
が
眉
ン
ド
ン
大
學
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
二
　
（
二
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

史
學
の
面
通
を
一
新
し
て
今
日
あ
る
に
至
ら
し
め
た
こ
は

寓
監
ω
・
団
亀
浮
戸
か
ら
私
の
聞
い
た
話
で
あ
る
Q

　
此
甘
。
。
け
ぎ
δ
は
英
吉
利
の
國
史
研
究
を
主
ご
し
た
も

の
で
、
學
生
が
史
學
研
究
法
に
盤
り
古
文
書
利
用
の
練
習

を
な
す
を
其
自
的
ピ
し
て
居
b
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
バ
ブ

ヅ
ッ
ク
・
ヒ
コ
ー
ド
・
オ
フ
ィ
ス
ご
か
大
英
博
物
館
ご
か
其

他
の
政
府
の
古
文
書
館
に
代
は
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

寧
ろ
學
生
に
何
を
捜
し
叉
如
何
に
し
て
こ
れ
を
露
見
し
利

用
す
べ
き
か
を
敢
へ
、
斯
く
し
て
彼
等
及
び
古
文
書
館
の

管
理
者
の
勢
力
を
省
か
う
ご
す
ざ
も
の
で
あ
る
。
畢
寛

》
∩
①
暮
醜
O
ぴ
聴
跨
住
く
9
ま
①
似
合
貯
8
民
O
巳
も
∩
汁
＝
臼
窃
た
る
を

以
て
み
つ
か
ら
任
す
る
も
の
で
、
其
理
想
は
頗
る
高
い
け

れ
ご
も
、
何
分
に
も
創
立
以
皇
運
が
ま
だ
互
い
鴬
め
、
圖

書
、
古
文
書
等
の
蒐
集
も
普
く
行
は
れ
て
居
ら
す
、
架
上

の
本
の
疎
ら
で
あ
る
の
は
是
非
な
い
事
ビ
謂
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
一
、
o
貯
a
氏
自
身
も
其
完
成
に
は
多
く
の
年
月
を
要

す
る
と
話
さ
れ
、
其
委
員
の
一
入
な
る
鎖
。
碧
色
声
妻
氏

噺



畢

も
今
後
十
年
も
経
π
ら
ば
観
る
に
足
る
も
の
ビ
な
ら
う
ε

い
っ
て
居
ら
れ
た
。
私
は
千
九
百
廿
一
年
か
ら
二
年
へ
か

け
て
の
ω
Φ
ヨ
ぎ
程
の
假
表
を
貰
っ
た
が
、
講
中
に
は
℃
？

一圏

給
V
敢
授
の
国
p
σ
q
蔚
ぴ
∩
9
蜂
ぎ
け
凶
。
⇒
ρ
門
田
ω
8
q
昏
夢
。

U
笹
差
物
答
夢
9
日
舞
一
G
ω
其
他
私
の
知
合
の
ロ
ン
ド
ン

大
饗
や
ヶ
ム
ブ
ヅ
ツ
ヂ
大
蔵
の
激
授
以
下
の
人
々
の
各
自

専
攻
の
題
目
が
掲
げ
ら
れ
て
居
る
。
猶
ほ
毎
週
木
曜
日
の

夜
に
は
ロ
ソ
ー
3
ソ
で
歴
吏
關
係
の
入
々
が
此
H
器
藻
二
紆
に

集
っ
て
種
々
の
打
合
を
す
る
こ
の
事
で
、
私
に
も
出
席
を

…
営
め
ら
れ
た
け
れ
ざ
も
、
丁
度
當
日
は
私
が
ヶ
ム
ブ
ヲ
ツ

ヂ
へ
族
行
ず
る
日
こ
か
ち
含
つ
た
爲
め
に
書
意
を
果
た
さ

な
か
っ
た
が
、
後
に
エ
ー
ル
の
英
國
法
制
史
専
門
の
》
阜

簿
ヨ
ω
髪
長
か
ら
も
其
捻
合
の
有
盆
な
事
を
聞
か
さ
れ
て
一

入
里
家
に
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
斯
機
な
課
で
あ
っ
て
、
今
日
で
は
調
ほ
完
備
の
域
に
達

し
て
居
な
い
に
も
拘
ら
す
、
嘉
島
。
。
藻
9
0
は
英
吉
利
で
は

新
し
い
試
み
ビ
し
て
學
界
の
注
目
を
惹
い
て
居
る
が
、
猫

逸
に
行
け
ば
、
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
も
な
い
。
故
に
英

吉
利
に
於
て
何
故
に
そ
れ
が
濁
逸
に
後
れ
だ
か
、
又
そ
れ

が
漁
家
果
し
て
英
吉
利
で
登
達
を
見
る
こ
ご
が
出
任
や
う

か
、
是
等
の
問
顧
…
に
つ
い
て
考
へ
る
前
に
噌
慮
馬
食
の
｛
諸

大
學
に
於
け
る
震
・
。
3
陵
。
冨
・
。
Q
。
。
8
営
錠
や
ぎ
ω
藻
暮
の

説
明
に
移
る
こ
ご
、
す
る
。
（
庇
項
気
切
）

青
木
昆
陽
傳
補
訂
文
學
博
士
新

村

出

青
木
神
聖
の
事
蹟
は
こ
れ
ま
で
種
々
の
方
面
を
多
く
の
　
　
入
選
が
細
大
に
わ
た
っ
て
著
述
し
た
も
の
が
知
ら
れ
て
ゐ

　
　
第
入
質
　
雑
纂
　
青
木
昆
鵬
傳
補
寳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
七
三
（
二
五
五
）


